
２０１９年３月、性暴力に対する無罪判決が相次ぎました。
「抵抗が著しく困難だったとは言えない」「抵抗できない状態だと男性が認識していなかった」…
ということなどが理由とされましたが、ネット上では多くの疑問の声があがりました。
報道される性暴力は氷山の一角です。必死に声を上げても救われない社会には、涙が出ます。
自分の身近な人が被害にあったら？…性暴力のない社会に向けて、一人でも多くの人がこの問題に向き
合うことが大切です。

令和元年度岡山市男女共同参画大学 さんかくカレッジ専門コース 一般公開講座
女の不満・男の不満が社会を変える―性差別がなくなる日も近い？！―

一般公開講座

■申込・問合せ先■ 岡山市男女共同参画社会推進センター「さんかく岡山」
TEL ０８６－８０３－３３５５ FAX ０８６－８０３－３３４４
E-mail sankaku@city.okayama.lg.jp
〒700-0822 岡山市北区表町三丁目１４番１－２０１号 (アークスクエア表町２階）

■受講料：無料
■定 員：３０名程度
■場 所：さんかく岡山 (岡山市北区表町三丁目14番1-201号)
■申 込：9月27日(金)までに「さんかく岡山」へ（お名前・ご住所・連絡先のお電話番号をお知らせください。)
■託 児：無料託児有・定員有・要予約（生後６か月から就学前までのお子さんが対象です。）

●講師・竹信 三恵子（たけのぶ みえこ）さん・プロフィール●
ジャーナリスト・和光大学名誉教授
1976年、朝日新聞社に入社。同社編集委員兼論説委員、和
光大学現代人間学部教授などを経て、2019年退職後、同大
名誉教授。ジェンダー差別や労働について報道を続け、「貧困や
雇用劣化、非正規労働者問題についての先駆的な報道活動」
に対し2009年、貧困ジャーナリズム大賞。著書に『ルポ雇用劣
化不況』（岩波新書、日本労働ペンクラブ賞受賞）、『しあわせ
に働ける社会へ』（岩波ジュニア新書）、『家事労働ハラスメン
ト』（岩波新書）、『正社員消滅』（朝日新書）、『企業ファー
スト化する日本～虚妄の＜働き方改革＞を問う』（岩波書
店）など。


